















































































	第４章　中間評価結果
	　４－１　ＰＤＭに基づく計画達成度（詳細は付属資料２．［評価グリット］参照）
	　４－１－３　成果の達成状況
	　４－１－４　活動実績
	　４－１－５　投入実績

	　４－２　活動プロセス
	　４－２－１　プロジェクト管理体制
	　４－２－２　活動の進捗状況
	　４－２－３　プロジェクト関係者の間のコミュニケィション
	　４－２－４　モリタリングプロセス
	　４－２－５　対象国のオーナーシップ
	　４－２－６　技術移転の手法

	　４－３　評価５項目による評価
	　４－３－１　妥当性：非常に高い
	　４－３－２　有効性：非常に高い
	　４－３－３　効率性：非常に高い
	　４－３－４　インパクト大奇異
	　４－３－５　自立発展性：国内では高く、広域では低い

	　４－４　結論（プロジェクトの進捗状況と評価）
	　４－４－１　進捗状況全般
	　４－４－２　ケニア国内の理数科教育活動の実績
	　４－４－３　研修の内容と学校レベルでの効果
	　４－４－４　中央/地方INSETの制度化
	　４－４－５　ケニア国内INSETの成功の要因
	　４－４－６　広域理数科改善活動の実績

	　４－５　PDM改訂

	第５章　プロジェクトの今後の方向性
	　５－１　ケニア国内のコンポウネント
	　５－２　アフリカ域内協力コンポウネント
	　５－３　研修活動の体系化
	　５－４　国内支援体制

	第６章　提言と教訓
	６－１　提言
	　６－１－１　オーナーシップの育成
	　６－１－２　学校レベルでの効果発現
	　６－１－３　モニタリング及びヒィールドバックの浸透
	　６－１－４　研修の質の維持
	　６－１－５　アフリカ域内への知見の共有
	　６－１－６　域内協力の戦略性
	　６－１－７　ケニア側への要望

	６－２　教訓
	６－２－１　本プロジェクト終了後の方向性
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	６－２－３　全世界における理数科教育協力との知見の共有


	付属資料
	付属資料１　ミニッツ
	Attaced Document
	Contents
	1. Introduction
	2. Evaluation
	3. Recommendations
	4. Revision of Project Design Matrix 1
	5. Revision of Project Dsign Matrix 2
	6. Revision of the Plan of Operation






